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「NIHU Studies in the Humanities」シリーズ第１弾刊行 

“Climate Change Litigation in Japan: Contemporary Cases, Opportunities and 

Obstructions to New Environmental Law” 

（地球研 一原雅子 客員助教） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ISBN: 978-90-04-75703-5 

全編はこちらからご覧いただけます。 

https://brill.com/flyer/title/74198?print=pdf&pdfGenerator=headless_chrome 

 

総合地球環境学研究所（地球研）の一原雅子 客員助教が、「NIHU Studies in the 

Humanities」シリーズから、日本の気候訴訟に関する初の英文書籍となる“Climate Change 

Litigation in Japan: Contemporary Cases, Opportunities and Obstructions to New 

Environmental Law” を 2026 年 2 月に出版しました。 

 

本書の主要な意義は、日本の気候訴訟の全体像を総括した初の英語書籍である点です。

これまで言語障壁等もあって海外からアクセスが困難であった日本の同種訴訟をめぐる状

況と、その背景にある日本の公害訴訟の系譜、また海外の気候訴訟の影響等を関係づけた

本書は、海外の研究者や実務家に広く読まれるものと期待されています。 
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NIHU Studies in the Humanities https://brill.com/display/serial/NIHU 

 

大学共同利用機関法人人間文化研究機構（NIHU、機構長：木部暢子）はブリル社と「NIHU Studies in 

the Humanities」と題するオープンアクセス書籍シリーズの刊行を開始するという合意を、令和６年６月

に締結しました。この新たなシリーズは、NIHU の 6 つの機関のいずれかに所属する研究者による研究プ

ロジェクトの成果を、英文オープンアクセスの単行本および論文集等として刊行するものです。 

 

これまで、NIHU の論文や書籍の多くは日本語で出版されてきました。これによって、NIHU の研究にこ

れまで触れる機会のなかった世界中の英語読者に、研究成果を容易に届けることが可能になります。人文

系の研究成果の発信手段としては、学術書の刊行が国際的にも最も重要であり、今後、このシリーズでの

成果発表を予定しています。 

 

 

● De Gruyter Brill について  

 

1683 年に設立された、人文学、社会科学、法律、美術、建築、STM の分野における国際的な学術出版社。

ドイツ、オランダ、オーストリア、米国、およびアジア各地にオフィスを構え、毎年約 3,000 冊の書籍と

約 20,000 本の学術雑誌論文を出版している。オープンアクセスへのコミットメントと最新の出版技術の活

用は、学術研究の成果を国際的な学術コミュニティに提供するという De Gruyter Brill の使命の中核をな

すものである。De Gruyter Brill の主要顧客は、学術研究機関、図書館、研究者である。 

 

● 大学共同利用機関法人 人間文化研究機構とは 

 

大学共同利用機関法人 人間文化研究機構(略称：人文機構)は、４つの大学共同利用機関法人のうちの１

つであり、人間文化研究にかかわる６つの大学共同利用機関（国立歴史民俗博物館・国文学研究資料館・

国立国語研究所・国際日本文化研究センター・総合地球環境学研究所・国立民族学博物館）で構成されて

います。人文機構は、機構内の機関や機構外の大学等をつなぎ、人間文化研究に関する唯一の大学共同利

用機関法人として、人間文化に関わる総合的学術研究・発信に取り組んでいます。 

 

 

 

本件に関する問い合わせ先 

大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 

本部事務局研究企画課 広報・社会連携係 

担当：木村・松浦 

ＴＥＬ ０３－６４０２－９２３４，９３４３ 

ＦＡＸ ０３－６４０２－９２４０ 

E-mail koho@nihu.jp 
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